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は
じ
め
に

本
論
考
で
は
江
戸
の
歌
舞
伎
関
係
者
と
不
夜
庵
太
祇
、
不
夜
庵
二

世
五
雲
の
交
流
を
考
察
す
る
。
ま
ず
、
江
戸
劇
界
と
不
夜
庵
の
繋
が

り
に
つ
い
て
概
観
し
、
次
に
不
夜
庵
と
狂
言
作
者
金
井
三
笑
及
び
役

者
市
川
栢
莚
（
二
代
目
団
十
郎
）
と
の
交
遊
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
、
江
戸
歌
舞
伎
と
不
夜
庵

太
祇
は
江
戸
の
人
で
、宝
永
六
年
〈
一
七
〇
九
年
〉
生
ま
れ
、水
国
、

紀
逸
の
下
で
江
戸
座
の
俳
諧
を
学
ん
だ
が
、宝
暦
元
年〈
一
七
五
一
年
〉

に
京
へ
上
り
、
そ
の
後
、
島
原
に
住
ん
で
不
夜
庵
と
号
し
た
。
島
原

で
は
傾
城
屋
主
人
桔
梗
屋
呑
獅
の
援
助
を
受
け
、
不
夜
庵
を
構
え
て

俳
諧
活
動
を
続
け
た
。
そ
の
一
方
で
、
遊
女
や
子
供
た
ち
に
習
字
を

教
え
、
吉
原
か
ら
燈
籠
行
事
を
持
ち
込
む
な
ど
、
多
彩
な
足
跡
を
残

し
た
。

太
祇
没
後
の
不
夜
庵
を
継
い
だ
五
雲
も
ま
た
江
戸
の
人
で
あ
っ
た
。

太
祇
と
は
親
友
で
、
江
戸
座
の
俳
諧
を
と
も
に
し
、
宝
暦
二
年
に
二

人
で
筑
紫
へ
旅
行
し
た
り
、
宝
暦
六
年
の
江
戸
帰
遊
で
太
祇
は
五
雲

の
も
と
に
滞
在
し
た
り
し
た
。
五
雲
も
明
和
年
間
に
島
原
に
移
住
し（

（
（

、

寛
政
七
年
〈
一
七
九
五
年
〉
ま
で
を
そ
こ
に
過
ご
し
た
。
明
和
八
年

〈
一
七
七
一
年
〉
に
太
祇
が
没
す
る
と
、
不
夜
庵
二
世
と
し
て
活
動
し

た
。二

人
の
歌
舞
伎
関
係
者
と
の
繋
が
り
を
示
す
最
も
古
い
資
料
は
寛

保
三
年
〈
一
七
四
三
年
〉
刊
の
『
置
土
産
』（
富
山
県
立
図
書
館
志
田
文

庫
蔵
）
で
あ
る
。
本
書
は
訥
子
（
初
代
沢
村
宗
十
郎
）
が
江
戸
か
ら
故

郷
大
坂
へ
戻
る
餞
別
の
句
集
で
あ
り
、
こ
こ
に
水
語
（
太
祇
の
初
号
）・

江
戸
歌
舞
伎
と
不
夜
庵

―
―

市
川
栢
莚
・
金
井
三
笑
を
中
心
に―

―

宮
木　

慧
太
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五
雲
が
入
集
す
る
。

『
役
者
の
発
句（

（
（

』
に
は
、
寛
延
元
年
〈
一
七
四
四
年
〉
春（

（
（

「
嵐
吉
弥

ほ
め
言
葉
御
座
候
に
付
、
木
挽
町
役
者
中
よ
り
い
わ
ゐ
し
て
ほ
つ
句

つ
か
わ
し
候
」
の
箇
所
に
五
雲
、
水
語
が
出
句
す
る
。
同
書
の
延
享

二
年
秋
「
森
田
勘
弥
つ
ゐ
ぜ
ん
に
惣
座
中
発
句
致
候
」
の
箇
所
に
は

五
雲
が
追
善
の
発
句
を
出
句
し
て
い
る
。
こ
れ
は
四
代
目
森
田
勘
弥

（
寛
保
三
年
九
月
十
七
日
没
）
の
三
回
忌
追
善
で
あ
る
。

二
人
が
劇
界
と
関
係
を
持
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
二
つ

の
例
は
と
も
に
歌
舞
伎
関
係
者
が
主
体
と
な
っ
た
も
の
で
、
他
に
参

加
す
る
俳
人
は
多
く
な
い
。
二
人
と
歌
舞
伎
の
関
係
は
浅
い
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

な
お
、
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
年
〉
に
没
し
た
初
代
尾
上
菊
五
郎

の
追
善
集
『
梅
幸
集
』（
天
明
四
年
刊
）
は
五
雲
が
編
み
、
五
雲
に
よ

る
追
悼
文
の
「
四
十
年
来
因
深
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
五
雲
と
梅

幸
の
付
き
合
い
が
寛
保
年
間
〈
一
七
四
一
年
～
一
七
四
四
年
〉
か
ら

延
享
年
間
〈
一
七
四
四
年
～
一
七
四
八
年
〉
あ
た
り
に
始
ま
っ
た
こ

と
が
わ
か
る（

（
（

。
右
の
『
役
者
の
発
句
』
の
例
と
重
な
る
時
期
で
あ
り
、

こ
の
頃
が
太
祇
・
五
雲
と
劇
界
の
交
渉
の
始
ま
り
と
見
て
良
い
だ
ろ

う
。江

戸
歌
舞
伎
界
と
の
関
係
は
二
人
が
京
へ
移
り
住
ん
で
か
ら
も
続

い
た
。
時
代
は
下
っ
て
容
楊
黛
『
歌
舞
妓
之
花
』（
天
明
二
年
刊
、『
洒

落
本
大
成
』
十
二
巻
所
収
）
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る（

（
（

。

国
猿
「（
略
）
我
等
事
も
上
京
の
節
は
。
川
東
に
も
俳
友
を
ち
な

み
申
た
が
。
又
あ
の
方
は
物
事
手
軽
で
。
芝
居
役
者
で
は
慶
子

里
虹
。
点
者
に
は
太
祇
・
五
雲
。
遊
人
に
は
桔
梗
屋
の
呑
獅
な
ど
。

西
東
の
友
で
ご
ざ
っ
た
。（
下
略
）」

太
祇
は
明
和
八
年
に
没
し
て
お
り
、
こ
れ
は
五
雲
が
不
夜
庵
を
継

い
だ
後
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
呑
獅
は
太
祇
・
五
雲
を
援

助
し
た
傾
城
屋
主
人
で
、
島
原
で
は
最
も
有
力
な
人
物
で
あ
っ
た（

（
（

。

こ
の
記
述
は
、
筆
者
が
個
人
的
に
不
夜
庵
と
交
渉
を
持
っ
て
い
た

こ
と
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
太
祇
や
五
雲
が
江
戸
歌
舞
伎
界
に
広

く
繋
が
り
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
金
井
三
笑
と
不
夜
庵

金
井
三
笑
は
宝
暦
か
ら
寛
政
に
か
け
て
活
躍
し
た
狂
言
作
者
で
あ

る
。
本
節
で
は
三
笑
の
俳
諧
活
動
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
た
薙
髪
名
に

つ
い
て
従
来
説
の
誤
り
を
正
す
。
三
笑
は
本
業
の
傍
ら
で
俳
諧
に
遊

ん
だ
。
最
晩
年
に
あ
た
る
寛
政
四
年
に
剃
髪
し
五
盛
を
名
乗
っ
た
。

従
来
、
こ
れ
が
「
土
盛
」
と
さ
れ
て
い
た
の
は
誤
り
で
あ
る
。
三
笑

は
寛
政
年
間
の
不
夜
庵
関
係
の
句
集
に
五
盛
と
し
て
入
集
す
る
、
三

笑
と
不
夜
庵
の
繋
が
り
も
考
察
す
る
。
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金
井
三
笑
は
享
保
十
六
年
〈
一
七
三
一
年
〉
に
生
ま
れ
、
寛
政
九

年
〈
一
七
九
七
年
〉
に
没
し
た
。
江
戸
中
村
座
譜
代
の
手
代
で
、
宝

暦
初
め
に
帳
元
に
、
同
四
年
に
は
狂
言
作
者
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ

た
。
後
に
彼
は
「
江え

ど戸
紫
む
ら
さ
き

根こ
ん
げ
ん元
曽そ

が我
」「
蛇じ
ゃ

柳や
な
ぎ」
と
い
っ
た
作
品
で

大
当
た
り
を
と
り
、人
気
作
者
と
な
る
。
そ
の
合
理
的
な
作
風
は
「
三

笑
風
」と
呼
ば
れ
、三
升
屋
二
三
治
は『
作
者
店
お
ろ
し
』で
三
笑
を「
誰

あ
っ
て
及
ぶ
人
な
き
、
古
今
の
稀
者
な
り
」
と
評
し
て
い
る
。

宝
暦
六
年
に
炭
太
祇
が
江
戸
に
帰
遊
し
、
句
集
『
夏
秋
集
』
を
編

ん
だ
。
そ
の
中
に
三
笑
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　

於
奴
亭
興
行

葉
ざ
く
ら
や
三
ッ
四
ッ
ふ
た
つ
は
つ
鰹　
　

元
升

　

瀧
む
せ
ぶ
な
り
御
好
み
の
夏　
　
　
　
　

太
祇

道
も
せ
に
翌
の
馬
の
髪
ゆ
ふ
て　
　
　
　
　

市
栖

　

風
に
も
塵
の
誇
る
な
る
ら
し　
　
　
　
　

連
尺

豆
腐
屋
も
片
手
は
延
て
水
の
月　
　
　
　
　

茶
外

　

後
れ
相
撲
の
愛
か
こ
ぼ
る
　ゝ
　
　
　
　

道
院

届
て
よ
紅
粉
画
は
江
戸
の
紅
葉
の
賀　
　
　

花
暁

　

あ
ま
き
教
の
恋
や
し
ぬ
ら
む　
　
　
　
　

熊
文

放
し
鳥
雀
ば
か
り
も
寂
し
き
に　
　
　
　
　

三
笑

　

晴
天
を
出
て
戻
る
晴
天　
　
　
　
　
　
　

市
栖

伯
了
は
見
知
ら
ぬ
も
の
に
日
を
潰
し　
　
　

連
尺

　

よ
す
れ
ば
礒
の
砂
た
ゝ
む
浪　
　
　
　
　

花
暁

時
雨
来
て
葉
越
に
鐘
の
音
す
な
り　
　
　
　

熊
文

　

五
山
集
る
宋
の
請
取　
　
　
　
　
　
　
　

元
升

蒟
蒻
は
見
る
と
お
か
し
い
人
な
れ
や　
　
　

道
院

　

朧
月
夜
に
骨
牌
ぱ
ち
〳
　〵
　
　
　
　
　

仝

廻
状
に
猿
の
役
目
の
花
靫　
　
　
　
　
　
　

連
尺

　

春
日
は
墨
に
風
光
る
町　
　
　
　
　
　
　

茶
外

屋
根
葺
か
ひ
よ
い
と
立
た
る
空
暮
て　
　
　

市
栖

　

陀
羅
尼
の
声
は
ま
つ
し
ろ
な
声　
　
　
　

熊
文

山
の
奥
不
思
議
の
醤
出
来
る
よ　
　
　
　
　

太
祇

　

冬
至
の
客
の
殖
る
年
月　
　
　
　
　
　
　

三
笑

も
の
問
ふ
な
ん
と
こ
ゝ
ら
に
伽
羅
稲
荷　
　

道
院

　

�

一
句
一
直
罰
盃
め
ぐ
つ
て
茶
外
三
斗
、
元
升
五
斗
、
明
け
な

ば
酒
泉
に
向
ん
と
の
ゝ
し
る
。
花
暁
は
瀟
灑
た
る
白
面
郎
、

觴
を
挙
て
皎
と
し
て
風
を
愛
し
、
道
院
百
杯
文
台
に
座
す
。

毫
を
揮
て
唫
声
さ
は
や
か
な
り
。
太
祇
酔
眠
は
船
に
乗
に
似

た
り
。
連
尺
・
市
栖
百
川
を
吸
、
高
吟
四
莚
を
驚
か
し
、
忽

然
と
暁
天
を
お
ぼ
ゆ
。
こ
の
興
い
づ
れ
の
年
に
歟
あ
ら
む
、

二
十
三
句
に
て
と
ゞ
む
。

（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
蔵
『
夏
秋
集（

（
（

』）

太
祇
は
宝
暦
六
年
の
夏
秋
を
五
雲
の
も
と
に
寄
寓
し
て
過
ご
し
、
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そ
の
間
に
紀
逸
、
湖
十
を
は
じ
め
江
戸
座
の
俳
人
た
ち
と
旧
交
を
温

め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
歌
舞
伎
関
係
者
と
も
親
交
を
深
め
た
。

こ
の
連
句
で
は
太
祇
、
三
笑
と
と
も
に
花
暁
（
初
代
中
村
喜
代
三
郎
）

の
名
前
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
三
笑
が
中
村
座
帳
元
を
勤
め
て
い

た
時
期
で
あ
り
、
同
じ
く
中
村
座
に
勤
め
て
い
た
花
暁
と
句
座
を
と

も
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
句
会
は
、
夜
、
盃
を
重
ね
な
が
ら
、

く
だ
け
た
雰
囲
気
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
興
に
乗
っ
て
気
ま
ま

に
連
句
を
巻
き
始
め
、疲
れ
た
頃
に
自
然
に
終
わ
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
酒
の
縁
語
仕
立
て
の
付
記
に
も
遊
び
心
が
あ
ふ
れ
て

お
り
、
こ
れ
も
場
の
雰
囲
気
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、『
夏
秋
集
』
に
出
句
す
る
歌
舞
伎
関
係
者
は
別
表
の
通
り
で

あ
る
。『
夏
秋
集
』
の
他
に
も
、
不
夜
庵
太
祇
及
び
不
夜
庵
二
世
五
雲

の
手
に
な
る
句
集
ほ
ぼ
全
て（

（
（

に
つ
い
て
、
出
句
す
る
歌
舞
伎
関
係
者

を
ま
と
め
た
。

次
に
三
笑
が
不
夜
庵
の
句
集
に
出
句
す
る
の
は
天
明
八
年
刊
の

『
俳は
い

諧か
い

玉た
ま

章ず
さ

』で
あ
る
。
五
雲
は
安
永
年
間
に
島
原
に
移
り
住
ん
だ
が
、

天
明
八
年
の
京
の
大
火
に
あ
っ
て
一
時
帰
江
し
た
。
そ
の
際
に
編
ん

だ
の
が
『
俳
諧
玉
章
』
で
あ
る
。
な
お
『
俳
諧
玉
章
』
に
は
園
枝
、

十
町
、薪
水
、訥
子
と
い
っ
た
三
笑
と
親
し
い
役
者
が
出
句
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
三
笑
と
役
者
連
中
が
江
戸
に
下
っ
た
五
雲
を
囲
ん
で
句
会

を
設
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

け
ふ
も
又
な
く
や
さ
つ
き
の
雨
蛙　
　
　
　

三
笑

（
芭
蕉
庵
文
庫
蔵
『
俳
諧
玉
章
』、『
近
世
俳
諧
資
料
集
成
』
所
収
）

三
笑
は
五
雲
編
『
三
都
朝
春
興
』（
寛
政
五
年
刊
）
及
び
同
じ
く
五

雲
編
の
太
祇
追
善
集
『
そ
の
秋
』
に
五
盛
の
名
で
出
句
し
て
い
る（

（
（

。

両
者
を
順
に
引
用
す
る
。

　

他
境
句
到
来
任
巡　

東
都
よ
り
文
通

…
（
略
）
…

　

都
の
花
を
詠
ん
と
、
冬
よ
り
登
り
来
、
我
庵
を
訪
寄
て
か
く

書
の
こ
し
あ
り
し
を
降
つ
も
る
こ
ゝ
ろ
ば
か
り
の
小
雪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
微
窓
五
盛

（
角
屋
蔵
『
三
都
朝
春
興
』、『
島
原
角
屋
俳
諧
資
料
』
所
収
）

　

お
な
じ
秋
先
だ
ち
て

我
が
親
も
と
も
に
都
や
夢
の
秋　
　
　
　
江
戸
訥
子

　

此
秋
都
に
在
て
太
叟
の
安
令
忌
に
あ
ふ

め
ぐ
り
来
し
ま
よ
な
か
月
の
年
の
数　
　
ゝ
三
笑
事
五
盛

（
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
『
そ
の
秋
』
寛
政
五
年
）

『
そ
の
秋
』
の
「
ゝ
」
は
「
江
戸
」
を
意
味
す
る
。
訥
子
の
次
に
「
江

戸
三
笑
事
」
と
し
て
登
場
す
る
五
盛
は
ま
さ
し
く
金
井
三
笑
で
あ
ろ

う
。「
五
盛
」の
名
は
享
和
三
年『
戯
財
録
』の
記
述
に
も
確
認
で
き
る
。

一　

金
井
三
笑　

�

井
筒
屋
半
九
郎
と
い
ふ
張
本
。
作
者
と
成
、

上
手
の
名
あ
り
。
威
勢
有
作
者
。
法
体
後
、
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五
盛
と
改
む（
（（
（

。

（『
近
世
芸
道
論
』岩
波
書
店『
日
本
思
想
体
系
』第
六
一
巻
、昭
和
四
七
年
）

な
お
郡
司
正
勝
氏
は
「
五
盛
」
に
つ
い
て
「
土
盛
の
誤
り
。
寛
政

四
年
に
劇
界
を
退
き
、
落
髪
し
た
時
の
称
」
と
註
を
つ
け
て
い
る
。

三
笑
は
寛
政
四
年
に
引
退
し
、
そ
の
後
、
消
息
に
空
白
の
部
分
が

あ
っ
た
。『
寛
政
五
年
歳
旦
』
の
「
都
の
花
を
詠
ん
と
、
冬
よ
り
登
り

来
」
か
ら
、
寛
政
四
年
の
末
に
上
京
し
、
少
な
く
と
も
寛
政
五
年
の

春
先
の
花
の
咲
く
頃
ま
で
は
滞
在
し
た
こ
と
に
な
る
。『
そ
の
秋
』
の

「
此
秋
都
に
在
て
」か
ら
、さ
ら
に
そ
の
寛
政
五
年
の
秋
に
も
京
に
あ
っ

た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。（
こ
の
間
ず
っ
と
在
京
し
た
の
か
、
江
戸
に
戻
っ

た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
）

こ
の
時
期
の
三
笑
の
足
取
り
を
掴
め
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
大
坂

に
あ
っ
た
並
木
五
瓶
は
江
戸
に
下
り
、
寛
政
六
年
十
一
月
の
顔
見
せ

興
行
に
参
加
し
て
い
る
。
古
井
戸
秀
夫
氏
は
五
瓶
の
江
戸
招
聘
に
三

笑
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
が（
（（
（

、
今
回
、
五
瓶
の
江
戸

下
り
の
直
前
に
金
井
三
笑
が
上
方
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
古
井
戸
氏
の
推
論
が
側
面
か
ら
補
強
さ
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
、
不
夜
庵
太
祇
及
び
五
雲
と
三
笑
が
ど
の
よ
う
に
繋
が

り
を
持
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。
三
笑
と
五
雲
が
同
時
に
入
集
す
る

句
集
は
四
点
あ
る
。

ま
ず
、
宝
暦
二
年
〈
一
七
五
二
年
〉
十
一
月
、
梅
幸
は
市
村
座

「
梅う
め

桜さ
く
ら

仁に
に
ん

蝉せ
み
ま
る丸
」
で
元
服
す
る
が
、
そ
の
際
に
周
囲
の
人
々
が
祝
賀

の
吟
を
送
っ
て
お
り
、そ
れ
が
『
役
者
の
発
句
』（
都
立
中
央
図
書
館
蔵
）

に
書
き
留
め
ら
れ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
三
笑
、
五
雲
が
出
句

す
る
。
し
か
し
、
三
笑
は
芝
居
関
係
者
の
並
び
に
、
五
雲
は
最
後
部

に
春
色
・
百
庵
と
と
も
に
配
さ
れ
、こ
こ
に
繋
が
り
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

（
梅
幸
と
五
雲
の
関
係
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
）

ま
た
宝
暦
四
年
刊
の
二
世
雀
庵
一
麿
編
『
誰
が
た
め
』（『
関
東
俳
諧

叢
書
』
第
六
巻
所
収
）、
宝
暦
六
年
に
栄
蛾
の
編
ん
だ
、
そ
の
妹
の
追
善

集
『
心
の
し
を
り
』（
芭
蕉
庵
文
庫
蔵
、『
近
世
俳
諧
資
料
集
成
』
第
三
巻

所
収
）、
及
び
宝
暦
七
年
刊
の
秀
谷
編
『
俳
諧
拾
遺

清
水
記
』（『
関
東
俳
諧
叢
書
』

第
六
巻
所
収
）
に
三
笑
と
五
雲
が
同
時
に
入
集
す
る
。
俳
諧
活
動
の
場

に
重
な
る
部
分
が
あ
っ
た
と
は
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
特
に
両

者
の
直
接
の
繋
が
り
を
指
摘
で
き
る
点
は
な
い
。

光
延
真
哉
氏
「
金
井
三
笑
と
中
村
座
」（『
国
語
と
国
文
学
』
二
〇
〇
七

年
一
月
号
）
に
ま
と
め
ら
れ
る
通
り
、
他
に
三
笑
が
出
句
す
る
句
集
に

は
、
初
代
瀬
川
菊
次
郎
編
『
そ
の
菊
』（
寛
延
四
年
刊
）
が
あ
り
、
他

に
管
見
に
入
っ
た
も
の
と
し
て
『
新
石
な
と
り
』（
宝
暦
二
年
序
）
が

あ
る
が
、
太
祇
・
五
雲
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
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三
、
栢
莚
と
不
夜
庵

前
節
で
不
夜
庵
関
係
の
句
集
に
三
笑
が
入
集
し
、
寛
政
四
年
末
以

降
に
五
盛
を
名
乗
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
節
で
は
金
井
三
笑
が

栢
莚
（
二
代
目
市
川
団
十
郎
）
を
介
し
て
太
祇
や
五
雲
と
関
係
を
持
っ

た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
三

笑
と
栢
莚
の
関
係
に
触
れ
、
次
に
栢
莚
と
不
夜
庵
の
交
流
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

光
延
真
哉
氏
は
栢
莚
と
三
笑
の
深
い
信
頼
関
係
に
言
及
し
、
例
の

一
つ
と
し
て
『
市
川
栢
莚
舎
事
録
』
に
記
さ
れ
る
宝
暦
六
年
の
句
会

を
あ
げ
る（

（（
（

。
光
延
氏
は
こ
の
句
会
に
つ
い
て
人
形
町
の
栢
莚
新
居
完

成
を
祝
う
十
人
程
度
の
会
で
あ
り
、
き
わ
め
て
私
的
な
性
格
を
持
つ

と
指
摘
し
、
参
加
し
た
三
笑
と
栢
莚
の
深
い
関
係
を
裏
付
け
る
も
の

と
す
る
。

さ
て
こ
こ
か
ら
不
夜
庵
と
栢
莚
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い（
（（
（

。
享
保

十
五
年
刊
『
父
の
恩（

（（
（

』
に
太
祇
の
江
戸
在
住
時
代
の
師
、
水
国
が
出

句
す
る
。
本
書
は
才
牛
斎
三
升
（
二
代
目
市
川
団
十
郎
）
が
、
初
代
団

十
郎
の
二
十
七
回
忌
に
あ
た
っ
て
編
ん
だ
追
善
句
集
で
あ
り
、
さ
ら

に
初
世
没
後
、
刊
年
の
前
年
享
保
十
四
年
ま
で
に
没
し
た
役
者
を
記

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
追
善
発
句
を
集
め
て
い
る
。
こ
こ
に
掲
載

さ
れ
る
歌
仙
に
、
水
国
の
号
が
見
え
、
ま
た
水
国
は
初
世
追
善
発
句

及
び
大
谷
広
右
衛
門
の
追
善
句
を
詠
ん
で
い
る
。
水
国
と
栢
莚
は
俳

諧
に
お
い
て
繋
が
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、訥
子
編
『
置
土
産（

（（
（

』（
寛
保
三
年
刊
）、二
世
湖
十
編
『
ふ

る
す
だ
れ（
（（
（

』（
同
年
刊
）、
二
世
湖
十
編
『
解
夏
草（
（（
（

』（
延
享
元
年
刊
）、

寥
和
編
『
俳
諧
職
人
尽
前
集（
（（
（

』（
同
年
）、
紀
逸
編
『
平
河
文
庫（
（（
（

』（
延

享
五
年
刊
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
栢
莚
と
水
語
（
太
祇
の
初
号
）
が
見
え
る
。

直
接
の
関
係
を
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
俳
諧
を
し
て
い
た
活
動
圏

は
重
な
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

直
接
の
関
係
と
し
て
、
管
見
に
入
っ
た
最
も
古
い
も
の
は
、
五
雲

が
延
享
元
年
に
栢
莚
に
送
っ
た
手
紙
で
あ
る
。『
市
川
団
十
郎
日
記
発

句
集
』（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
洒
竹
文
庫
蔵
）に
以
下
の
記
述
が
見
え
る
。

三
月
廿
六
日
夜
、
五
雲
よ
り
手
紙
来
て
、
伊
勢
の
津
の
観
世
音

御
開
帳
始
る
よ
し
、
奉
納
発
句

暮
ど
き
に
門
よ
り
知
る
ゝ
伊
せ
桜　
　
　

仝	

（
筆
者
註
、
栢
莚
）

こ
れ
は
延
享
元
年
三
月
の
日
記
で
あ
る
。
延
享
元
年
四
月
か
ら
伊

勢
白
子
山
観
音
寺
子
安
観
音
の
開
帳
が
、
順
に
深
川
八
幡
（
四
月
朔
日

よ
り
）
及
び
回
向
院
（
五
月
十
三
日
よ
り
）
に
て
行
わ
れ
た
記
録
が
あ

る（
（（
（

。
江
戸
在
住
の
頃
か
ら
五
雲
が
二
代
目
団
十
郎
と
繋
が
り
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
で
あ
る
。

前
に
あ
げ
た
『
夏
秋
集
』（
宝
暦
七
年
刊
）
で
は
太
祇
と
栢
莚
が
同

座
し
、
他
の
役
者
、
俳
人
を
交
え
て
二
つ
の
歌
仙
を
巻
い
て
い
る
。
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五
雲
は
座
中
に
見
え
な
い
が
、
栢
莚
と
親
し
か
っ
た
と
さ
れ
る
湖
十

が
参
加
し
て
い
る（
（（
（

。

五
代
目
団
十
郎
が
栢
莚
の
追
善
集
を
出
そ
う
と
し
た
と
き
、
栢
莚

と
所
縁
の
あ
っ
た
五
雲
が
刊
行
に
関
わ
っ
て
い
た
。『
三
升
屋
二
三
治

戯
場
書
留
』（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六
巻
所
収
）
に
そ
れ
を
示

す
文
章
が
あ
る
。

栢
莚
伝
は
二
代
目
団
十
郎
の
句
集
に
あ
り
。
後
五
代
目
白
猿
、

不
夜
庵
五
雲
と
題
し
た
る
冊
子
あ
り
。
天
明
か
の
と
の
丑
霜
月

朔
日
と
あ
り
。
右
冊
子
の
抜
書
。

　

篠
塚
の
画
に

岩
角
に
霜
ぞ
花
咲
那
智
若
衆　
　
　
　
　

栢
莚

　

生
島
新
五
郎
よ
り
送
る
。
前
に
出
た
る
栢
莚
の
集
に
あ
り
。

は
つ
が
つ
を
か
ら
し
も
な
く
て
泪
か
な　

生
島
新
五
郎

　

か
へ
し

其
か
ら
し
き
い
て
泪
の
か
つ
を
か
な　
　

栢
莚

　

ま
ゝ
の
紅
葉
見
に
行
て
御
関
所
を
通
る
こ
ろ

通
り
ま
す
と
ふ
ら
ば
ま
ゝ
の
紅
葉
か
な

　
　

此
発
句
短
冊
に
書
て
下
総
の
何
某
か
蔵
と
い
ふ

　

雪
の
ふ
り
た
る
日
あ
ら
し
小
六
の
も
と
へ
招
か
れ
て

い
ざ
さ
ら
ば
雪
見
に
小
六
所
ま
で（
（（
（

　

あ
る
方
へ
招
れ
て
水
仙
椿
の
な
げ
入
を
見
て

花
と
花
口
す
い
せ
ん
と
つ
ば
き
か
な

二
代
目
の
句
て
う
よ
り
五
代
目
に
う
つ
り
面
白
し
。
今
七
代
目

と
も
市
川
家
の
発
句
こ
れ
と
同
じ
。

二
三
治
の
い
う
「
二
代
目
団
十
郎
の
句
集
」
と
は
『
栢
莚
狂
句
集（

（（
（

』

の
こ
と
で
あ
る
。
五
代
目
団
十
郎
が
天
明
元
年
の
十
一
月
に
本
書
を

刊
行
す
る
に
あ
た
っ
て
五
雲
の
協
力
を
得
た
の
で
あ
ろ
う（
（（
（

。
八
文
字

屋
自
笑
編
の
こ
の
冊
子
に
は
、
五
雲
写
の
栢
莚
像
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
巻
頭
に
配
さ
れ
た
自
笑
の
「
栢
莚
伝
」
に
は
「
不
夜
庵
五
雲
は

栢
莚
と
交
り
深
け
れ
ば
、
ひ
た
す
ら
に
乞
求
め
て
肖
像
を
画
し
め
、

此
冊
子
の
は
じ
め
に
置
く
こ
と
爾
り
」
と
あ
る
。
二
代
目
団
十
郎
の

追
善
集
『
栢
莚
狂
句
集
』
に
こ
れ
ほ
ど
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た

の
は
、
や
は
り
生
前
か
ら
の
深
い
繋
が
り
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
太
祇
・
五
雲
と
栢
莚
は
江
戸
在
住
時
代

か
ら
近
く
に
あ
り
、
特
に
五
雲
は
栢
莚
と
深
い
関
係
を
築
い
て
い
た
。

栢
莚
と
昵
懇
で
あ
り
、
俳
諧
も
と
も
に
し
た
三
笑
が
栢
莚
を
介
し
て

太
祇
・
五
雲
と
関
係
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
自
然
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

不
夜
庵
太
祇
と
不
夜
庵
二
世
五
雲
は
江
戸
上
方
の
数
多
く
の
歌
舞

伎
関
係
者
と
交
流
を
持
ち
、
二
代
目
市
川
団
十
郎
や
狂
言
作
者
金
井
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三
笑
と
も
深
い
関
係
を
築
い
た
。
寛
政
年
間
に
五
雲
を
訪
ね
た
三
笑

は
、
五
盛
の
号
で
五
雲
編
の
句
集
に
出
句
し
、
そ
こ
か
ら
三
笑
が
上

方
に
遊
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

不
夜
庵
歳
太
祇
・
五
雲
が
上
方
に
あ
っ
て
、
な
お
江
戸
の
歌
舞
伎

役
者
た
ち
と
繋
が
り
を
持
っ
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
太
祇
た
ち

は
島
原
に
江
戸
座
の
俳
風
を
、
ま
た
他
の
様
々
な
江
戸
文
化
を
持
ち

込
ん
だ（

（（
（

。
思
う
に
、
彼
ら
は
そ
の
出
自
を
意
識
し
続
け
な
が
ら
、
島

原
に
活
動
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
役
者
た
ち
と
交
遊
を
続
け
る

こ
と
で
、
江
戸
歌
舞
伎
と
い
う
江
戸
文
化
の
粋
を
感
じ
続
け
て
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
で
、
劇
界
関
係
者
に
と
っ
て
も
、
不
夜
庵
と
交
わ
る
こ
と
は

江
戸
・
上
方
の
情
報
交
換
の
助
け
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
不
夜
庵
と
三

都
の
役
者
た
ち
の
間
に
は
、
歳
旦
帳
の
句
の
や
り
と
り
を
は
じ
め
、

折
々
の
文
通
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
五
雲
は
天
明
八
年
か
ら
度
々

江
戸
に
下
り
、
江
戸
の
役
者
た
ち
と
も
直
接
交
わ
っ
た（
（（
（

。
江
戸
・
上

方
双
方
の
劇
界
に
太
祇
・
五
雲
ほ
ど
通
じ
て
い
た
人
物
も
多
く
は
な

か
ろ
う
。
劇
界
関
係
者
に
と
っ
て
不
夜
庵
と
の
関
係
は
有
用
な
も
の

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い（

（（
（

。

【
注
】

（
１
）�

五
雲
は
明
和
五
年
末
か
ら
蕪
村
の
定
例
句
会
に
参
加
し
て
い
る
。
句
会

記
録
『
夏
よ
り
』（『
蕪
村
全
集
』
第
三
巻
、
平
成
四
年
、
講
談
社
）
の

明
和
五
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
名
前
が
見
え
る
。

ま
た
天
明
八
年
刊
『
俳
諧
玉
章
』（『
近
世
俳
諧
資
料
集
成
』
第
三
巻
、

昭
和
五
十
一
年
、
講
談
社
）
雞
口
序
文
に
「（
五
雲
の
）
京
師
の
住
居

も
は
や
は
た
と
せ
ち
か
く
な
り
ぬ
れ
ば
」
と
あ
る
。
こ
の
序
文
年
記
は

天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉
六
月
で
あ
り
、
そ
の
二
十
年
前
は
明
和
五
年

〈
一
七
六
八
〉
に
あ
た
る
。
五
雲
の
移
住
は
明
和
五
年
の
秋
冬
の
間
と
し

て
良
い
だ
ろ
う
。

（
２
）�

都
立
中
央
図
書
館
蔵
、
立
教
大
学
近
世
文
学
研
究
会
編
『
資
料
集
成
二

世
市
川
団
十
郎
』
所
収

（
３
）�

原
文
に
年
月
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
嵐
吉
弥
が
寛
延
元
年
正
月
に
江
戸

に
下
っ
た
こ
と
か
ら
推
定
で
き
る
。
寛
延
元
年
三
月
『
役
者
文
相
撲
』

（『
役
者
評
判
記
集
成
』
第
二
期
）
で
は
「
此
度
渡
部
が
女
ぼ
う
ぜ
ん
ざ

い
成
、
夫
の
か
ん
き
わ
び
の
為
け
い
せ
い
と
成
入
こ
み
、
忠
つ
ね
が
た

く
み
を
見
出
し
舞
に
事
よ
せ
忍
び
の
者
を
と
ら
ゆ
る
仕
内
当
り
ま
し

た
」
と
評
さ
れ
る
。

（
４
）�
以
下
に
引
用
す
る
五
雲
に
よ
る
序
文
、
自
笑
の
跋
文
か
ら
は
、
五
雲
と

梅
幸
の
深
い
繋
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
自
笑
が
「
深

く
狂
言
の
真
如
海
の
底
を
探
り
、
優
戯
の
奥
儀
を
極
め
侍
ぬ
」
と
書
く
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よ
う
に
、
五
雲
が
歌
舞
伎
に
つ
い
て
深
い
理
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も

わ
か
る
。

　

�

こ
と
し
は
い
か
な
る
年
に
や
有
け
ん
、
去
年
の
四
極
廿
五
日
は
、
年

比
し
た
し
み
交
け
る
蕪
村
に
は
別
れ
、
悲
し
み
の
泪
に
暮
行
年
も
忘

が
た
く
、
と
や
か
く
と
あ
ら
玉
の
春
を
む
か
へ
し
折
か
ら
、
四
日
の

初
た
よ
り
に
梅
幸
身
ま
か
り
ぬ
と
告
こ
し
ぬ
、
只
か
り
そ
め
の
い
た

は
り
と
の
み
聞
へ
し
に
、
永
き
別
と
は
な
り
ぬ
、

　
　

梅
ち
り
し
浪
花
た
よ
り
や
夢
の
春

　

�

と
口
ず
さ
み
て
、
心
な
ら
ず
も
夢
人
の
伏
見
よ
り
し
て
、
舟
に
う
ち

乗
至
る
に
、
過
し
年
太
宰
府
の
聖
廟
へ
詣
で
た
り
し
時
は
、
舟
を
諸

と
も
に
せ
し
事
な
ど
思
ひ
出
ら
れ
、
い
と
ゞ
老
の
膓
も
た
ゆ
る
心
地

し
、
猶
妻
子
を
見
る
だ
に
胸
ふ
く
れ
、
き
の
ふ
は
野
邊
に
送
り
し
な

ど
か
た
り
出
て
、
更
に
袂
を
し
ぼ
り
ぬ
、

　
　

終
に
行
年
の
ね
が
ひ
か
西
の
空

　

�

と
彼
が
日
頃
の
存
念
を
手
向
、
追
悼
の
吟
を
人
々
よ
り
言
贈
ら
れ
け

る
を
、
其
儘
に
反
古
と
な
し
な
ん
も
ほ
ゐ
な
し
と
、
自
笑
に
あ
た
へ

て
梅
が
香
を
桜
木
に
う
つ
し
、
世
に
廣
ふ
せ
ば
、
せ
め
て
亡
跡
の
追

福
に
も
な
り
な
ん
か
、
且
生
涯
の
よ
し
あ
し
等
と
は
、
八
文
舎
が
筆

に
書
あ
ら
は
せ
ば
、
予
は
た
何
を
か
云
ん
、
四
十
年
来
因
深
、
我
洛

に
遊
ば
彼
も
洛
に
棲
ん
で
相
か
た
ら
ひ
、
し
ら
ぬ
火
の
筑
紫
の
旅
さ

へ
再
た
び
舟
を
同
じ
う
し
、
今
一
た
び
は
又
も
や
も
ふ
で
ん
と
、
日

比
約
せ
し
も
甲
斐
な
く
、
あ
な
卯
の
年
も
暮
行
名
残
と
は
な
り
ぬ

　
　

天
明
四
年
甲
辰
正
月　
　
　
　

花
洛　

不
夜
庵
五
雲
識

　

�

如
是
我
聞
、
不
夜
庵
五
雲
叟
と
梅
幸
と
は
、
鳥
が
啼
あ
づ
ま
路
よ
り

交
り
厚
く
、
筑
紫
の
果
ま
で
も
杖
を
同
じ
う
し
、
或
は
匂
欄
の
い
と

ま
に
は
、
不
夜
の
扉
を
月
の
為
に
訪
ら
ひ
、
雪
の
朝
に
は
い
ざ
さ
ら

ば
と
て
、
蓑
笠
に
姿
を
か
く
し
、
あ
る
じ
の
病
耳
を
お
ど
ろ
か
し
な

ど
し
て
、
む
か
し
〳
〵
の
名
家
大
家
の
古
言
な
ど
を
討
論
し
、
深
く

狂
言
の
真
如
海
の
底
を
探
り
、
優
戯
の
奥
儀
を
極
め
侍
ぬ
、
去
り
し

卯
の
と
し
は
、
浪
花
の
戯
を
つ
と
め
し
も
、
日
頃
信
じ
奉
る
大
慈
大

悲
を
い
の
り
し
応
護
に
や
、
千
手
の
ひ
い
き
も
多
か
り
し
が
、
聊
か

風
の
心
地
と
て
、
病
に
臥
し
て
終
に
年
の
た
そ
が
れ
に
、
音
羽
や
の

瀧
の
音
も
た
へ
〴
〵
し
き
、
尾
上
の
鐘
の
声
を
菊
五
郎
と
い
ふ
、
名

ば
か
り
を
の
こ
し
ぬ
、
嗚
呼
痛
哉
優
道
の
響
ほ
と
ん
ど
絶
ぬ
と
い
ふ

べ
し
、
こ
と
し
不
夜
の
翁
、
渠
が
冥
福
の
た
め
に
と
て
、
小
冊
子
を

編
て
予
を
し
て
梓
に
の
ぼ
さ
し
め
ぬ
、
予
や
そ
の
よ
し
あ
し
の
名
と

げ
て
、
身
退
き
し
む
か
し
、
今
の
こ
と
を
お
も
ひ
出
し
幸
か
、
生
涯

狂
言
の
あ
ら
ま
し
を
、
願
以
此
功
徳
に
、
八
文
舎
自
笑
こ
れ
を
書
記

侍
り
ぬ
（
天
明
四
年
『
梅
幸
集
』
国
書
刊
行
会
『
新
群
書
類
従
』
所
収
）

（
５
）�

光
延
真
哉
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
６
）�

宝
暦
七
年
か
ら
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
遊
里
名
寄
『
一
目
千
軒
』
の
編
者



− 116 −

と
な
り
、
ま
た
桔
梗
屋
は
最
も
勢
力
の
あ
る
傾
城
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が

名
寄
に
見
え
る
傾
城
の
人
数
か
ら
わ
か
る
。

『
翁
草
』
巻
百
五
十
五
（『
日
本
随
筆
大
成
』
所
収
）
に
よ
る
と
、
太
祇

の
発
案
で
宝
暦
四
年
か
ら
島
原
で
行
わ
れ
た
燈
籠
行
事
で
は
、
桔
梗
屋

が
最
も
豪
華
な
燈
籠
を
出
し
て
い
た
。
本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』（『
本

居
宣
長
全
集
』
第
十
六
巻
、
昭
和
四
十
三
年
、
筑
摩
書
房
）
に
も
桔
梗

屋
の
燈
籠
の
偉
容
が
語
ら
れ
る
。

（
７
）�

目
録
で
は
『
長
崎
紀
行
』
と
さ
れ
る
が
、『
夏
秋
集
』
が
正
し
い
こ
と

は
谷
地
快
一
氏
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
『
夏
秋

集
』
と
す
る
。（『
与
謝
蕪
村
の
俳
景―
炭
太
祇
を
軸
と
し
て
ー
』
平
成

十
七
年
、
新
典
社
）

（
８
）�『
石
の
月
』（
安
永
二
年
、『
日
本
俳
書
大
系
』
所
収
）
は
歌
舞
伎
関
係

者
の
句
を
全
く
含
ま
な
い
た
め
、
省
略
し
た
。

（
９
）�

名
前
の
由
来
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
三
笑
が
「
五
盛
」
の
名
で

出
句
す
る
句
集
が
不
夜
庵
五
雲
編
の
も
の
以
外
に
存
在
し
な
い
と
す
れ

ば
、「
五
雲
」
の
俳
号
と
の
関
係
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

（
10
）�

な
お
、
国
会
図
書
館
本
と
東
京
大
学
国
語
研
究
室
本
を
確
認
し
た
が
、

明
ら
か
に
「
五
盛
」
と
判
読
で
き
る
。
な
お
本
書
の
著
者
自
筆
本
は
伝

存
せ
ず
、
写
本
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

（
11
）�

古
井
戸
氏
は
『
歌
舞
伎
・
問
い
か
け
の
文
学
』（
平
成
十
年
、ぺ
り
か
ん
社
）

所
収
「
歌
舞
伎
の
爛
熟
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

�

中
村
座
譜
代
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
若
く
し
て
経
営
の
中
枢
を
担
っ

た
金
井
三
笑
が
、
江
戸
大
芝
居
の
経
営
が
悪
化
し
て
ゆ
く
中
で
繰
り

出
し
た
施
策
が
、
大
坂
の
浜
芝
居
か
ら
若
き
才
能
を
引
き
抜
く
こ
と

で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
安
永
・
天
明
と
江
戸
劇
壇
の
一

翼
を
担
っ
た
菊
之
丞
、
三
津
五
郎
、
友
右
衛
門
ら
浜
出
身
の
若
手
は
、

こ
の
よ
う
な
金
井
三
笑
の
方
針
の
も
と
に
下
り
、
江
戸
に
新
風
を
ま

き
お
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
五
瓶
の
江
戸
下
り
は
、
浜
出
身
の
役
者

で
は
起
こ
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
奇
蹟
の
神
風
を
、
作
者
に
託
し
た

金
井
三
笑
の
最
後
の
賭
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
12
）�

前
掲「
金
井
三
笑
と
中
村
座
」（『
国
語
と
国
文
学
』二
〇
〇
七
年
一
月
号
）

（
13
）�

栢
莚
の
俳
諧
活
動
に
つ
い
て
は
楠
元
六
男
氏
『
芭
蕉
、そ
の
後
』
に
其
角
・

二
世
湖
十
と
の
関
係
を
軸
と
し
た
考
察
が
あ
る
。

（
14
）�

こ
の
句
集
に
「
三
笑
」
の
号
が
見
え
る
。
光
延
氏
の
前
掲
論
考
で
は
三

笑
の
父
先
代
半
九
郎
が
「
散
笑
」
の
号
を
使
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

る
。
も
し
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、こ
の
「
三
笑
」
も
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
先
代
半
九
郎
が
後
の
三
笑
の
俳
諧
活
動
に
影
響
を
与
え
た
こ

と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

（
15
）�

富
山
県
立
図
書
館
志
田
文
庫
蔵
。

（
16
）�
芭
蕉
庵
文
庫
本
、『
近
世
俳
諧
資
料
集
成
』
第
三
巻
所
収
。

（
17
）�
芭
蕉
庵
文
庫
本
、『
近
世
俳
諧
資
料
集
成
』
第
三
巻
所
収
。

（
18
）�『
日
本
名
著
全
集
』（
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、
明
治
三
年
）
所
収
。
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（
19
）�
上
田
図
書
館
花
月
文
庫
蔵
。

（
20
）�『
武
江
年
表
』
巻
五
（『
江
戸
叢
書
』
第
十
二
巻
所
収
）
に
は
以
下
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
る
。

　
　

○
延
享
元
年
甲
子
二
月
十
八
日
改
元

　

�（
…
略
…
）
○
四
月
朔
日
よ
り
、
深
川
八
幡
宮
地
内
に
て
、
五
月
十
三

日
よ
り
回
向
院
に
て
、
伊
勢
白
子
子
安
観
世
音
開
帳

（
21
）�

前
掲
、
楠
元
六
男
氏
『
芭
蕉
、
そ
の
後
』
に
述
べ
ら
れ
る
。

（
22
）�

五
代
目
団
十
郎
「
い
ざ
さ
ら
ば
」
の
句
は
、
天
明
元
年
（
辛
丑
）
十
一

月
に
三
代
目
嵐
小
六
が
江
戸
へ
下
り
森
田
座
で
「
時と
き
め
く
や
お
え
ど
の
は
つ
ゆ
き

萌
於
江
都
初
雪
」

に
出
演
し
た
際
に
、
小
六
に
招
か
れ
た
と
き
の
吟
で
あ
ろ
う
。

（
23
）�『
資
料
集
成
二
世
市
川
団
十
郎
』
所
収
（
立
教
大
学
近
世
文
学
研
究
会
編
、

昭
和
六
十
三
年
）

（
24
）�

五
雲
と
五
代
目
団
十
郎
も
親
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
五
雲
編
『
ふ
た

季
道
』（
寛
政
三
年
序
、
柿
衛
文
庫
蔵
）
に
五
雲
が
三
升
を
訪
ね
た
記

録
が
あ
る
。

　

�

府
中
二
町
ま
ち
の
ち
か
く
に
市
川
三
升
き
た
り
て
芝
居
賑
ふ
楽
屋
へ

入
り
東
都
の
も
の
が
た
り
し
て
し
ば
ら
く
休
ふ
。
菩
薩
峠
興
津
清
見

寺

　
　

春
雨
や
富
士
く
ら
く
と
も
三
保
の
松

寛
政
三
年
三
月
、
五
代
目
団
十
郎
は
江
戸
を
離
れ
、
甲
府
の
亀
屋
与
兵

衛
座
に
出
勤
し
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
で
、
彼
が
江
戸

の
他
で
芝
居
に
関
わ
っ
た
の
は
、
生
涯
で
二
度
の
み
で
あ
る
（
前
年
、

寛
政
二
年
に
も
亀
屋
座
に
出
勤
し
て
い
る
。
古
井
戸
秀
夫
氏
『
歌
舞
伎
・

問
い
か
け
の
文
学
』
所
収
「
五
代
目
団
十
郎
と
不
動
」
に
も
詳
し
い
）。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
約
束
を
し
て
会
っ
た
こ
と
は
、
親
し
い
間
柄
を
示

す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
25
）�

太
祇
が
吉
原
の
玉
菊
燈
籠
の
行
事
を
島
原
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
に
は
触

れ
た
。
他
に
は
、
吉
原
で
遊
ん
だ
俳
諧
の
趣
向
を
、
不
夜
庵
歳
旦
に
用

い
た
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
夏
秋
集
』
で
、
太
祇
は
吉
原
の
美
人
連
と

新
古
今
集
の
歌
の
詞
章
を
用
い
た
付
け
合
い
を
楽
し
む
。
不
夜
庵
歳
旦

で
は
、
島
原
の
傾
城
に
よ
る
百
人
一
首
や
音
曲
、
源
氏
香
に
因
ん
だ
言

葉
を
詠
み
込
む
発
句
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
26
）�『
俳
諧
玉
章
』（
天
明
八
年
刊
）・『
ふ
た
季
道
』（
寛
政
四
年
刊
）
か
ら

五
雲
が
天
明
八
年
・
寛
政
三
年
に
江
戸
に
下
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
ふ

た
季
道
』
の
発
句
前
書
や
管
鳥
跋
文
か
ら
は
寛
政
二
年
に
も
下
っ
た
こ

と
が
推
測
で
き
る
（
こ
の
と
き
『
右
富
士
集
』
を
編
ん
だ
が
伝
存
し
な

い
）。

（
27
）�

三
代
目
市
川
八
百
蔵
・
三
代
目
吾
妻
藤
蔵
は
寛
政
元
年
に
上
方
に
上
り
、

九
月
の
舞
台
を
勤
め
た
。
寛
政
元
年
秋
に
五
雲
が
帰
江
の
意
思
を
告
げ
、

周
囲
が
送
っ
た
送
別
・
慰
留
の
句
を
集
め
た『
ふ
た
夜
の
月
』に
中
車（
三

代
目
市
川
八
百
蔵
）・
園
枝
（
三
代
目
吾
妻
藤
蔵
）
が
出
句
す
る
。
そ

の
前
書
に
は
「
上
が
た
の
し
る
べ
頼
み
に
登
り
し
に
」
と
あ
る
。
五
雲



− 118 −

は
天
明
八
年
に
江
戸
に
下
り
、
五
雲
と
中
車
・
園
枝
が
上
方
に
上
る
前

年
に
江
戸
に
て
や
り
と
り
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
江
戸
に
あ
っ
た

中
車
・
園
枝
に
五
雲
が
何
ら
か
の
助
言
・
示
唆
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
伊
原
敏
郎
著
『
歌
舞
伎
年
表
』
寛
政
元

年
九
月
の
記
事
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

�

九
月
一
日
、
大
阪
、
市
山
座
（
中
）、「
け
い
せ
い
蝦
夷
錦
」。
作
者
、

七
五
三
助
。
は
ぎ
の
方
、
渡
平
女
房
（
金
作
）
て
つ
ま
へ
的
の
介
、

唖
の
奴
三
田
平
、
い
わ
く
ら
主
せ
ん
、
渡
平
弟
胴
吉
（
江
戸
上
り

八
百
蔵
）
い
な
ば
幸
蔵
、
さ
い
ば
ら
大
蔵
、
つ
が
る
三
平
（
姉
川
新

四
郎
）
う
き
よ
渡
平
（
大
五
郎
）
高
尾
（
座
本
大
次
郎
）
写
絵
（
吾

妻
藤
蔵
）。

　

�

大
切
所
作
「
呼
子
島
大
内
糸
遊
」。
吾
妻
藤
蔵
勤
む
。
江
戸
上
り
八
百

蔵
、
京
人
形
の
箱
よ
り
出
で
、「
三
番
叟
」。（
市
川
八
百
蔵
）

（『
歌
舞
伎
年
表
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
五
年
）
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生　没　年

夏

秋

集

不
夜
庵
歳
旦

不
夜
庵
歳
旦

不
夜
庵
歳
旦

不
夜
庵
歳
旦

不
夜
庵
歳
旦

梅

幸

集

俳
諧
玉
章

ふ
た
夜
の
月

ふ
た
季
道

三
都
朝
春
興

そ

の

秋

平
安
二
十
歌
仙

秋
の
余
波

宝
暦
七
年

明
和
七
年

明
和
八
年

安
永
五
年

安
永
七
年

安
永
八
年

天
明
四
年

天
明
八
年

天
明
九
年

寛
政
三
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

明
和
六
年

寛
政
七
年

三笑 /五盛 金井三笑 享保十六年～寛政九年 ○ ○ ○ ○

栢莚 二代目市川団十郎 元禄元年～宝暦八年 ○

柏莚 /三升 四代目市川団十郎 正徳一年～安永七年 ○ ○ ※ ※

三升 五代目市川団十郎 寛保元年～文化三年 ○ ○ ○

里虹 二代目山下金作 享保十八年～寛政十一年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

慶子 初代中村富十郎 享保四年～天明六年 ○ ○ ○ ○ ○ ○

残杏 六代目森田勘弥 享保九年～安永九年 ○

園枝 二代目吾妻藤蔵 享保九年～安永五年 ○

園枝 三代目吾妻藤蔵 宝暦六年～寛政十年 ○ ○ ○ ○ ○ ○

喜長 四代目沢村長十郎 ○

曙山 二代目沢村宗十郎 正徳三年～明和七年 ○ ○ ○

訥子 三代目沢村宗十郎 宝暦三年～享和一年 ○ ○ ○ ○ ○

雀童 六代目中村勘三郎 元禄一年～宝暦七年 ○

花暁 初代中村喜代三郎 享保六年～安永六年 ○ ○

梅幸 初代尾上菊五郎 享保二年～天明三年 ○ ○ ○ ○

十町 二代目大谷広次 享保二年～宝暦七年 ○

十町 三代目大谷広次 延享三年～享和二年 ○ ○ ○ ○

雷子 二代目嵐三五郎 享保十七年～享和三年 ○ ○ ○ ○ ○

杉暁 二代目坂田半五郎 享保九年～天明二年 ○ ○ ○

舎柳 二代中山新九郎 元文三年～天明三年 ○ ○ ○

英子 初代小川吉太郎 元文二年～安永十年 ○ ○ ○

哥七 初代中村歌右衛門 正徳四年～寛政三年 ○ ○

秀鶴 初代中村仲蔵 元文元年～寛政二年 ○

幸朝 初代尾上多見蔵 宝暦四年～寛政二年 ○ ○ ○

乕有 二代目中村重蔵 元文五年～天明八年 ○ ○

袖哥 初代中村野塩 宝暦二年～安永六年 ○

蘭耕 二代目中村野塩 宝暦九年～寛政十二年 ○ ○ ○

茶谷 四代目藤川半三郎 ○

鯉長 初代中村粂太郎 享保九年～安永六年 ○ ○ ○

鯉長 二代代中村粂太郎 宝暦十三年～文化六年 ○

三朝 初代尾上松助 延享元年～文化十二年 ○ ○ ○ ○

薪水 二代目板東彦三郎 寛保元年～明和四年 ○ ○ ○ ○

芙雀 初代尾上新七 延享二年～文化六年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

眠獅 初代嵐雛助 寛保元年～寛政八年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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生　没　年

夏

秋

集

不
夜
庵
歳
旦

不
夜
庵
歳
旦

不
夜
庵
歳
旦

不
夜
庵
歳
旦

不
夜
庵
歳
旦

梅

幸

集

俳
諧
玉
章

ふ
た
夜
の
月

ふ
た
季
道

三
都
朝
春
興

そ

の

秋

平
安
二
十
歌
仙

秋
の
余
波

宝
暦
七
年

明
和
七
年

明
和
八
年

安
永
五
年

安
永
七
年

安
永
八
年

天
明
四
年

天
明
八
年

天
明
九
年

寛
政
三
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

明
和
六
年

寛
政
七
年

其答 初代沢村国太郎 元文四年～文政元年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市紅 四代目市川団蔵 延享二年～文化五年 ○ ○ ○ ○

来芝 二代目嵐三五郎 享保十七年～享和三年 ○ ○ ○ ○ ○

巴江 初代芳沢いろは 宝暦五年～文化七年 ○ ○ ○ ○ ○

春水 四代目芳沢あやめ 元文二年～寛政四年 ○ ○

杜若 四代目岩井半四郎 延享四年～寛政十二年 ○ ○

路考 三代目瀬川路考 宝暦一年～文化七年 ○ ○

和考 二代目嵐音八 ○

錦江 三代目市川高麗蔵 宝暦十四年～天保九年 ○ ○

少長

何江

舞鶴

中車 三代市川八百蔵 延享四年～文政一年 ○

其虹 初代山下八百蔵 ～文化九年 ○

奥山 初代浅尾為十郎 享保二十年～文化一年 ○

由男 初代中山文七 享保十七年～文化十年 ○

原富 原武太夫 元禄十年～寛政四年 ○

柏莚没後にも同号の出句があるが不明である。
生没年は『歌舞伎俳優名跡便覧』第二次修訂版（国立劇場調査室編、平成十年）によった。


